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イ
ン
ド
に
対
す
る
社
会
主
義
諸
国
の
経
済
協
力

西

河

照

雄

は

し

古弓

き

一
九
四
七
年
八
月
の
独
立
以
来
、
イ
ン
ド
の
外
交
政
策
は
つ
ね
に
中
立
主
義
と
反
植
民
地
主
義
て
貫
か
れ
て
き
た
。
己
の
二
つ
の
旗

印
は
戦
後
後
進
諸
国
全
体
に
通
ず
る
共
通
の
き
ず
な
ぜ
あ
り
、
イ

Y
F
は
モ
の
指
導
的
な
地
位
を
ま
す
ま
す
強
め

τい
る
。
あ
い
つ
づ

く
五
カ
年
計
画
の
進
展
と
と
も
に
、
己
の
旗
印
は
経
済
的
な
要
求
を
強
く
前
面
に
治
し
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
「
東
問
媛
助
競
争
」
白
出
現

を
よ
ぷ
に
ま
で
至
っ
た
。
社
会
体
制
の
い
か
ん
を
と
わ
ず
、
政
治
的
な
ヒ
モ
が
つ
か
ψ

な
け
れ
ば
い
か
な
る
固
か
ら
の
経
済
・
技
術
援
助

も
受
入
れ
る
と
W
う
イ

Y
F
、
大
規
模
社
経
済
計
画
か

b
く
る
資
本
、
技
術
の
落
大
在
需
要
を

F

有
す
る
イ
y
ド
こ
そ
、

争
」
の
槍
舞
台
で
あ
る
。
資
本
主
義
陣
営
か
ら
は
市
場
拡
大
の
た
め
に
、
社
会
主
義
陣
営
か
ら
は
経
済
の
後
進
性
を
脱
却
し
帝
国
主
義

列
強
か
ら
の
完
全
た
経
済
的
自
立
の
沖
成
を
防
け
る
た
め
に
、
と
く
に
己
巴
数
年
活
発
な
動
き
が
み
ら
れ
る
。
社
会
主
義
陣
営
か

b
の

経
済
協
力
に
か
ん
し
℃
い
え
ば
、
モ
白
形
熊
は
通
常
の
商
品
貿
易
、
借
款
・
技
術
援
助
等
、
資
本
主
義
諸
国
か
ら
の
そ
れ
と
異
な
る
と

「
東
西
援
助
競

こ
ろ
は
な
い
が
、
そ
の
性
格
、
目
的
に
は
根
本
的
な
斧
異
が
あ
る
。

イ
シ
ド
に
対
す
る
判
会
主
義
諸
国
の
経
滑
脇
力

昂
八
寸
一
巻

ノ、
七

第
三
ロ
ワ

五



イ
ン
ド
に
対
す
る
社
会
主
義
諸
国
O
経
悼
協
力

第
八
十
一
巻

ノ1
ノ¥

第

J与ト

五
回

一

般

経

済

関

係

社
会
主
義
諸
国
全
体
主
与
た
場
合
、
イ
ン
ド
と

ω
経
済
関
係
は
貿
易
関
係
が
主
で
あ
る
が
、
ソ
同
盟
、
中
園
、
チ
エ

y

コ
λ

ロ
ず
ア

キ
ア
、
あ
る
い
は
東
ド
イ

γ
の
場
合
は
経
済
関
係
は
も
ッ
と
広
机
、
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
ま
た
対
印
経
済
協
力
の
中
心
諸

国
て
も
あ
る
。
因
み
に
イ
ン
ド
に
駐
在
す
る
社
会
主
義
諸
国

ω通
商
代
表
部
主
列
記
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
白
通
商
代
表

部
こ
そ
各
本
国
政
府
白
委
任
を
う
け
て
、
商
取
引
、
技
術
者
派
遣
、
入
札
等

ω直
接
交
渉
に
当
る
重
要
な
政
府
機
関
て
あ
る
己
と
に
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。

在
印
通
商
代
表
部

(
一
九
五
じ
年
一
二
月
品
在
)

派

遣

国

牢】

称

所

在

地

ソ

同

"'尽"ヲロ

通

商

代

表

一一ュ

l
・
デ
リ
ー

// 

カ
ル
カ
ァ
グ

グ

ボ
ン
ベ
イ

チ

ェ

ア

コ

通

商

代

表

一一ュ

l
・
デ
リ

l

グ

ボ
ン
ベ
イ

// 

カ
ル
カ
y

グ

// 

T
H
h
I

号
フ
ス

I中

国

大
使
館
(
通
商
顧
問
)

ニ

F

・
デ
リ
ー



東

ド

イ

ツ

ブ
ル
ガ
リ
ア

ハ
Y

ガ
F
l

ポ

1
ラ

Y
F

ル
l
T
品
ア

通

商

代

表

カ
H
Y
Y

ポ

y

通

商

代

表

一ュ

1
・
デ
7

1

4ア

ポ
ン
ペ
イ

// 

カ
ル
カ
ッ
グ

大公通

2E 25商

士そち代
商品五表
務商J

13代嘉
吉官
、』ー〆

ポ

Y
ベ
イ

=

ュ

・

デ

リ

ー

旦

品

l

・J
7
9
l

通

商

代

表

ボ
ン
ベ
イ

右
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
イ
ン

F
に
は
社
会
主
義
陣
常
自
主
主
諸
国
は
み
な
独
立
白
、
あ
る
い
は
公
館
附
属
?
通
商
代
表
部
を
設
置

し
て
い
る
ζ

と
、
在
か
で
も
ソ
阿
盟
、
チ
ヱ
ッ
コ
、
中
国
、
東
ド
イ
ツ
の
活
躍
ぶ
り
が
目
立
っ
て
い
る
と
と
、
が
指
摘
さ
れ
る
。

現
在
、
イ

γ
ド
と
通
商
協
定
士
締
結
し

τ
い
る
社
会
主
義
国
は
ソ
阿
盟
、
チ
エ

y

コ
、
ポ

l
ラ

Y
F
、

東
ド
イ
ツ
、
ル

1
マ
品
了
、
中
国
の
各
闘
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

一
部
白
諸
国
を
除
さ
、
大
体
二
年
な
い
し
五
年
D
長
期
協
定
士
締
結
し
て
い
る
白

が
特
徴
て
、
そ
の
長
期
協
定
の
枠
内
て
年
聞
の
輸
出
入
計
画
を
毎
年
更
新
し
て
い
く
の
が
普
通
で
あ
る
。

貿

易

面

の

特

徴

社
会
主
義
諸
国
全
体
を
一
つ
に
み
た
場
合
、
イ
ン
ド
へ
の
輸
出
は
五
三
五
四
、
五
四

i
五
五
年
の
両
年
度
を
除
さ
、
毎
年
イ
ン
ド

か
ら
の
輸
入
を
大
巾
に
上
回
り
、
出
超
傾
向
の
い
ち
じ
る
し
い
己
と
が
注
目
さ
れ
る
。
対
印
輸
出
に
お
い
て
は
、
五
一
二
五
四
年
度
目

イ
ン
ド
に
対
す
る
社
会
主
義
諸
国
の
経
済
協
力

第
八
十
一
巻
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三
号
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イ
ン
ド
に
対
す
る
社
会
主
義
諸
国
の
経
済
協
力

第
八
十
一
巻

ブL
O 

第一一一サ

五
六

年
度
は
四

l
一

低
点
を
境
い
に
モ
白
後
約
二
倍
増
の
テ
ン
ポ
て
飛
躍
的
に
ふ
え
、
五
五
五
六
作
度
は
約
一
億
五
、

0
0
0万
ル
ピ

1
、
五
六

l
五
包

一
月
間
て
す
で
に
二
億
二
、

0
0
0万
ル
ピ
ー
に
達
し
て
い
る
。
モ
の
う
ち

y
同
盟
、
中
国
、
チ
エ
y

E

三
国
だ
け
で

社
会
主
義
圏
全
体
の
九
割
以
上
、
ツ
岡
県
だ
け
で
も
四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
後
述
の
ソ
同
盟
援
助
に
よ
る
ピ
ラ
イ
製
鉄
所
の
建
設

が
す
ナ
む
に
つ
れ
て
、
ソ
同
盟
か

b
D
輸
出
は
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
さ
ら
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
社
会
主

義
圏
全
体
の
輸
出
は
イ
ン

F
の
全
輸
入
に
ど
れ
く

b
い
白
比
重
を
占
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
五
回
!
五
五
年
度
に
は
一
形
、
五
五
|

五
六
年
度
陀
は
二
・
二
一
%
、
五
六
年
(
四
二
月
)
に
は
四
・
三
%
て
、
決
し
て
一
一
品
率
と
は
い
え
在
い
が
、
年
々
モ
D
比
率
が
高
ま
っ

て
き

τ
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

一
万
イ
γ
ド
か
ら
白
輸
入
て
は
、
五
三
|
五
四
年
度
以
後
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
五
四
|
五
五
勺
度
目
約
七
、

0
0
0方
ル
ピ

l
、

五
五
|
五
六
年
度
目
約
一
億
二
、

0
C
C万
ル
ピ

l
、
五
六
年
四
l
一
一
月
て
約
一
億
四
、

0
0
0万
ル
ピ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
が
イ
ン
ド
の
輸
出
全
体
に
占
め
る
割
合
ゼ
は
輸
入
白
場
合
よ
り
や
晶
、
小
さ
く
、
五
五
1
五
六
年
度
は
一
一
ガ
、
五
六
年
(
刊
|
二
月
)
一

は
三
・
七
ガ
と
な
っ
て
い
る
。

f
y
ド
か
ら
の
輸
出
品
の
う
ち
原
皮
、
鉄
鉱
石
、
胡
淑
、
世
ュ

l
ト
製
品
、
グ
パ
コ
生
寸
が
目
立
っ
て
い

る
の
は
、
阿
国
中
輸
出
構
造
を
以
映
し
た
も
の
て
あ
る
己
と
は
い
う
ま
て
も
な
い
。
参
考
ま
で
に
輸
出
入
宍
績
を
末
尾
に
か
か
げ
て
ゐ

い
た
。し

か
し
た
が
ら
イ

V
F
と
の
貿
易
関
係
は
こ
う
し
た
貿
易
数
字
の
意
味
す
る
よ
り
以
上
の
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
最
近
て
は
製
鉄
所

関
係
資
材
は
じ
め
工
場
設
備
、
機
械
類
白
提
供
が
恐

b
く
貿
易
額
増
大
の
大
部
分
心
内
容
ぜ
あ
ろ
う
か

b
、
こ
れ
に
関
連
す
る
追
加
発

注
、
技
術
者
の
結
合
、
技
術
教
育
等
を
、
通
じ
て
社
会
土
議
諸
国
心
対
印
経
済
関
係
は
い
よ
い
工
深
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
社
会
主
義
諸
国
の
イ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
聞
に
も
う
か
が
え
る
。
全
体
と
し
て
は
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
貿
易
額
は
わ



ず
か
ず
あ
る
が
、
イ
Y

ド
D

H
く
つ
か
白
伝
統
的
な
輸
出
商
品
の
買
付
け
て
は
相
当
在
地
位
を
占
ゆ
て
円
る
。
五
五
五
六
年
度
に
は

ソ
同
盟
は
イ

Y
F
D
胡
淑
輸
出
先
の
な
か
で
第
二
伎
を
占
め
、
と
の
商
品
白
輸
出
総
額
の
三
O
%
を
ソ
同
盟
が
買
什
け
、
英
、
伊
、
加

そ
の
他
諸
国
を
合
わ
せ
た
上
り
も
多
か
っ
た
。
同
じ
〈
山
羊
輸
出
の
二
二
%
は
ソ
同
盟
、
千
五
7

2

向
け
て
あ
り
、
グ
パ
コ
輸
出
総
額

の
二
五
%
を
中
国
が
買
付
け
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
主
だ
ま
だ
長
期
的
危
全
般
的
た
現
象
て
は
な
い
に
し
て
も
、
社
会
主
義
諸
国
が
イ

Y
F
商
品
の
主
要
在
顧
客
に
友
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
一
司
す
と
と
も
に
、
イ

Y
F
官
民
の
対
社
会
主
義
圏
貿
易
へ
の
関
心
を
高
め
る
白
に

大
吉
右
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

↓
九
五
五
年
一
二
月
ブ
ル
ガ

l
一一ン、

7

ル、
γ
チ
ョ

7
両
首
脳
が
訪
印
し
た
さ
い
調
印
さ
れ
た
通
商
協
定
に
、
印
ソ
直
航
航
路
開
設

の
条
項
が
あ
っ
た
。
己
の
条
項
に
も
と
ず
い
て
五
六
年
四
月
印
ソ
両
閏
間
に
海
運
協
定
が
締
結
さ
れ
、
黒
海
沿
岸
港

!
lイ
ン
ド
及
び

ナ
ホ
ト
カ
1
1
1
カ
ル
カ
ァ
グ
の
直
航
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
己
の
航
路
に
印
ソ
両
国
は
モ
れ
ぞ
れ
合
計
六
隻
(
主
万
五
、

0
0
0総
ト

y
)
巴
外
航
舶
を
配
船
し
、
=
一
年
間
に
相
互
に
=
一
五
O
万
ト
ン
の
物
資
が
輸
送
さ
れ
る
と
と
に
左
っ
て
い
る
。
イ
Y
ド
政

府
は
己
の
航
路
白
輸
送
に
は
、
ま
ず
民
間
の
イ

Y
F
海
運
会
社
に
優
先
権
を
も
た
せ
、
モ
の
後
政
府
所
有
の
海
運
機
関
を
設
立
し
て
残

部
の
輸
送
に
当
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
参
考
古
て
に
、
イ

Y
F
は
第
二
次
五
カ
年
計
画
中
に
政
府
所
有
の
船
舶
一
五
|
二
O
隻
を
建

造
す
る
予
定
て
あ
る
。
な
ゐ
イ

Y
F
誌
コ

Y
T
l
ス
(
五
七
・
ニ
・
二
ハ
)
に
よ
る
と
、

ソ
同
盟
は
黒
海

l
ピ
ザ
カ
パ
ト
ナ
ム
港
(
イ
y

ド
東
海
岸
)
を
通
じ
て
ピ
ラ
イ
製
鉄
所
用
の
釧
材
を
輸
送
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
ポ
l
ラ
Y
F
も
イ
Y
F
と
の
あ
い
だ
に
同
様
な
海
運
協
定
を
五
六
年
五
月
に
締
結
し
、
双
方
三
隻
を
定
期
航
路
に
配
船
す
る
己

と
に
な
っ
て
い
る
。

印
ソ
、
印
ポ
両
海
運
協
定
は
積
荷
を
平
均
し
て
分
け
、
合
理
的
な
運
賃
を
定
め
、
相
互
に
相
手
国
の
一
船
舶
に
特
恵
待
遇
を
与
え
、
相

イ
ン
ド
に
対
す
る
社
会
主
義
諸
国
の
経
済
協
h
H

第
八
十
一
巻

九

第

号

五
七



イ
γ
ド
に
叫
け
す
る
社
会
主
輯
諸
国
の
経
済
協
h
H

第
八
十
一
巻

九

第
三
号

五
ノk

互
に
代
表
を
派
遣
し
て
定
期
的

r関
係
問
題
を
協
議
す
る
、
己
と
た
ど
を
規
定
し
、
イ
ン
ド
と
の
平
等
、
互
古
仙
の
原
則
を
尊
重
し
て
い

る
。
と
れ
ら
定
期
航
路
の
開
設
は
社
会
主
義
諸
国
と
イ

Y
F
と
の
貿
易
を
拡
大
す
る
た
め
目
新
し
い
基
礎
を
き
ず
く
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

社
会
主
義
諸
国
が
イ
Y
ド
の
公
共
機
関
白
行
う
国
際
入
札
に
積
極
的
に
参
加
し
、
し
か
も
他
の
資
本
主
義
諸
国
と
十
分
競
争
で
き
る

能
力
を
有
す
る
と
と
を
示
し
て
い
る
白
も
、
貿
易
面
て
の
特
徴
由
一
つ
で
あ
る
。
五
六
年
三
月
イ
ン
ド
政
府
が
機
関
車
六

O
台
の
国
際

入
札
を
し
た
と
き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ポ
l
ラ
Y
F
、
モ
の
他
社
会
主
義
諸
国
が
安
値
の
た
め
全
量
落
札
L
、
資
本
主
義
諸
国
町
一
実
業

界
に
深
刻
左
シ
ヨ
ヅ
グ
を
与
え
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ポ
1
ラ
Y

ド
W
F型
蒸
気
機
関
車

O 
両

y
同
盟

ボ
イ
ラ
ー

一
五
台

東
ド
イ
ツ

大
型
貨
車

七
両

資
木
主
義
諸
国
側
か
ら
は
よ
く
、

「
政
治
的
な
安
値
入
札
」
だ
と
い
っ
て
、
社
会
主
義
諸
国
の
競
争
能
力
を
け
な
し
て
い
る
。
社
会

主
義
経
済
の
も
と
に
お
け
る
価
格
構
造
が
資
本
主
義
経
済
白
そ
れ
と
根
本
的
に
果
た
っ
て
い
る
こ
と
を
無
視
し
て
、
表
面
的
社
比
較
だ

け
て
非
難
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
こ
う
し
た
「
政
治
的
な
安
値
入
札
」
も
最
近
て
は
だ
ん
だ
ん
少
く
な
く
な
っ
て
き

τい
る
、
と
資
本
主
義
国
側
て
も
認
め
ざ
る
を
え
友
〈
た
っ
て
き
て
い
る
己
と
は
注
目
に
値
い
し
よ
う
。
入
札
に
当
っ
て
は
、

y
同
盟
、

チ
エ
ァ
コ
、
東
ド
イ
w
ノ
の
場
合
い
ず
れ
も
現
地
の
通
商
代
表
部
の
窓
口
を
通
し
て
行
わ
れ
る
の
で
、
他
の
資
本
主
義
国
の
場
合
の
よ
う

に
数
社
が
は
げ
し
い
内
部
競
争
を
し
て
イ

Y
F
側
に
混
乱
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
ピ
ラ
イ
製
鉄
所
の
建
設
ゼ
は
主
要
プ
一
フ
y

ト
は
ソ
同
盟
製
で
あ
る
が
、
附
属
プ
ラ
ン
ト
、
協
定
外
の
機
材
は
国
際
入
札
さ
れ
て
い
る
。
己
の
場
合
援
助
国
(
ソ
同
盟
)
以
外
の
国



が
落
札
す
れ
ば
、
そ
れ
は
援
助
協
定
外
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
代
金
は
援
同
資
令
か
ら
支
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
肉
み
に
全
丁
一
事
が
一
国
の
援
助
資
金
ゼ
建
設
さ
れ
て
い
る
も
の
は
日
下
の
と
こ
ろ
イ

Y
F
に
は
一
つ
も
な
い
。

最
後
陀
決
済
方
式
は
普
通
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
屯
は
る
か
に
単
純
、
か
っ
イ
ン
ド
に
有
利
た
も
の
で
あ
る
。
通
商
支
払
協
定
に
も

と
ず
い
て
社
会
主
義
諸
国
は
イ
ン
ド
に
ル
ピ
勘
定
を
開
設
し
て
い
る
白
ぞ
、
輸
出
入
代
金
は
ル
ピ

l
L
C
て
決
済
官
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
日
中
間
に
み
ら
れ
る
上
う
た
パ
ッ
ク
・
ツ
ウ
・
パ
ッ
ク
、
ト

l
T
見
方
式
な
ど
の
厳
格
な
方
式
は
と
ら
一
れ
て
い
た
い
わ
け
ぞ

あ
る
。
し
か
も
さ
を
に
み
た
工
う
に
、
社
会
主
義
諸
問
は
イ
ン
ド
に
対
し
て
大
巾
出
超
て
あ
る
の
で
、
ル
ピ

I
貨
に
は
不
足
し
て
い
な

い
。
ま
た
通
商
協
定
に
は
品
目
別
の
輸
出
入
額
が
決
め

b
れ
て
い
た
い
が
、
と
れ
は
社
会
主
義
諸
国
と
イ
y
ド
ー
の
貿
易
が
厳
絡
な
パ

F
!
方
式
(
例
え
ば
日
中
聞
の
個
別
パ

l
グ
方
式
)
に
よ
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
種
の
清
算
勘
定
方
式
が
と
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
、
己
れ
が
イ

Y
F
と
の
貿
易
拡
大
に
大
空
在
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

借
款
・
技
術
援
助

社
会
主
義
諸
国
と
イ

y
ド
と
の
経
済
関
係
に
お
い
て
、
貿
易
と
並
ん
で
き
わ
め
て
重
要
た
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
は
借
款
・
技
術
援

助
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
イ

Y
F
の
五
カ
年
計
画
の
遂
行
と
切
り
離
せ
た
い
関
係

rあ
る
。
治
大
な
経
済
計
画
を
急
速

r推
進
し
て

ゆ
く
た
め
に
は
、
資
本
、
技
術
に
乏
し
い
イ
ン
ド
と
し
て
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
ん
べ
か
ら
援
助
主
仰
が
な
け
れ
ば
玩
b
dな
い
。

コ
ロ

Y

ポ
・
プ
ラ

y
、
世
界
銀
行
、
国
連
の
経
済
諸
機
関
、
あ
る
い
は
英
、
米
、
独
、
目
、
な
ど
臼
資
本
主
義
陣
営
か
ら
の
「
経
済
援
助
」
と
並

ん
て
、
ソ
同
限
、

y
z
y
コ
を
は
じ
め
社
会
主
義
各
国
が
と
く
に
こ
こ
数
年
し
の
ぎ
を
削
っ
て
競
争
し
て
い
る
の
は
、
外
な
ら
ぬ
と
の

借
款
・
技
術
援
助
の
分
野
ぜ
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
東
西
援
助
競
争
」
白
舞
台
は
こ
の
分
野
て
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
後
進
国
イ

Y
F
が

イ
ン
ド
に
対
寸
る
社
会
主
義
諸
国
の
経
済
協
点

第
八
十
一
巻

九

第
三
号

五
九



イ

γ
ド
に
対
す
ゐ
社
会
主
義
諸
国
の
経
甫
協
力

第
八
十
一
巻

九
四

第
三
号

ノ、

O 

急
速
陀
工
業
化
を
す
す
め

b
に
当
っ
て
諸
外
国
か
ら
も
っ
と
も
期
待
し
て
い
る
重
要
注
分
野
て
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
こ
の
分
野
に
沿
け

る
社
会
主
義
諸
国
の
活
動
に
は
み
る
べ
き
も
の
が
多
い
。

社
会
主
義
閣
か
ら
の
借
款
・
技
術
援
助
の
面
て
は
ソ
同
盟
が
最
も
積
極
的
て
あ
る
。
な
か
で
も
一
番
典
型
的
な
事
例
は
ソ
同
盟
援
幼

に
よ
る
ピ
一
フ
イ
製
鉄
所
D
J建
設
で
あ
る
。
同
製
鉄
所
は
総
工
費
一
一
億
ル
ピ

l
主
要
し
、
年
産
一

0
0万
ト
ン
が
予
定
さ
れ
、
イ
ン
ド

の
第
二
次
五
カ
年
計
画
中
の
重
要
計
画
の
一
つ
で
あ
る
。

y
同
盟
は
こ
の
工
費
白
半
額
五
億
五
、

0
0
0万
ル
ピ
|
(
一
億
一
、
五

O

。
万
ド
ル
)
の
借
款
を
供
与
し
、
現
在
数
十
人
の
技
術
者
を
派
遣
し
て
建
設
指
導
に
当
ヲ
て
h
る
。
同
製
鉄
所
白
建
設
援
助
に
づ
い
て

は
、
五
五
年
二
月
印
ソ
両
国
間
に
原
則
的
に
協
定
が
成
立
し
、
細
目
協
定
に
つ
い
て
は
後
日
の
交
渉
に
委
ね
ら
れ
た
。
阿
年
一
二
月
y

同
盟
側
か
ら
最
終
的
左
構
想
が
提
一
T

印
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
種
k

検
討
の
上
、
五
六
年
三
月
y
同
民
鉄
鋼
工
業
相
7
ν

プ
ニ
コ
ア
と
イ
Y

F
鉄
鋼
相
ブ
グ
リ
ン
ガ
ム
と
の
あ
い
だ
に
工
場
一
設
計
の
細
目
協
定
が
成
立
し
、
己
己
に
い
よ
い
よ
建
設
が
着
手
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

最
近
の
イ

y
F議
会
に
お
け
る
グ
リ
Y
ュ
ナ
マ
チ
ヤ
リ
蔵
相
の
答
弁
に
よ
る
と
、
ソ
同
盟
か
ら
の
援
助
額
の
う
ち
五
六
五
七
年
度

に
は
七
、
五

O
O万
ル
ピ
ー
が
使
用
さ
れ
、
五
七
五
八
年
度
に
は
三
億
九
、
五
七

O
万
ル
ピ
ー
が
使
用
さ
れ
る
予
定
だ
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
最
近
の
イ

Y
F
紙
ヒ
ン
ド
ゥ
ス
グ
ン

-
F
イ
ム
ス
〈
三
・
一
匂
)
に
よ
る
と
、
現
在
ま
て
に
す
て
に
約
一
万
六
、

0
0
0ト
ン

に
D
ぼ
る
機
械
、
設
備
、
鋼
材
が
ピ
ラ
イ
に
到
着
し
て
お
り
、
工
場
用
敷
地
一
万
四
、

0
0
0
エ
ー
カ
ー
も
確
保
さ
れ
、
水
道
、
電
力
の

暫
定
工
事
も
完
了
し
た
も
よ
う
て
、
こ
の
調
子
て
す
す
め
ば
五
九
年
末
ま
て
に
は
同
製
鉄
所
は
完
全
操
業
に
入
る
こ
と
に
た
っ
て
い
る
。

ソ
同
盟
援
助
の
第
二
の
軍
要
た
事
例
は
、
重
機
械
プ
ラ
ン
ト
借
款
て
あ
る
。
こ
れ
は
五
六
年
一
一
月
イ
ン
ド
の
レ
デ
ィ
生
産
相
が
欧

州
各
国
を
陪
訪
し
た
古
い
ソ
同
開
に
立
寄
り
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
中
の
諸
計
画
に
対
ナ
る
技
術
経
済
援
助
に
つ
い
て
ソ
同
盟
と
の
あ

い
だ
に
成
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
白
古
川
ド
ソ
同
盟
側
が
行
っ
た
提
案
は
、
石
炭
鉱
山
開
発
施
設
、
精
泊
所
、
化
学
肥
料
工
場
、
重
機



械
製
造
工
場
を
グ

ν
ロ
シ
ア
ト
て
提
供
言
る
、
借
款
は
総
額
約
六
億
ル
ピ
、
年
利
二
・
五
%
、
債
還
期
限
一
一
一
年
、
返
済
は
ル
ピ
士

た
は
ポ
ン
ド
貨
と
す
る
、
と
い
う
も
白
で
あ
っ
た
c

イ
Y
F
政
府
は
こ
の
提
案
乞
検
討
し
た
上
、
同
年
一
一
月
交
諾
ず
る
旨
決
定
し
た

が
、
そ
の
資
金
白
配
分
に
つ
い
て
は
政
府
各
省
か
ら
過
大
な
要
求
が
あ
り
、
目
下
の
と
こ
ろ
そ
の
調
整
に
苦
慮
し
て
い
る
も
よ
う
ゼ
あ

る
。
y
同
盟
が
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
肥
料
工
場
二
(
四
億
ル
ピ
l
)
、
精
油
所
(
二
億
ル
ピ
l
)
鉱
山
月
重
機
械
(
一

t
一
億

四、

0
0
0方
ル
ピ

1
)
、
光
学
ガ
ラ
ス
工
場
っ
て

0
0
0万
ル
ピ
1
)
、
抗
生
物
質
工
場
合
一
、

0
0
0万
ル
ピ
I
)
で
あ
り
、
も

し
己
れ
が
全
部
実
現
す
れ
ば
、
援
防
衛
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
己
の
重
機
械
プ
ラ
ン
ト
借
款
六
億
ル
ビ
ー
は
五
九

*
 

年
以
後
に
使
用
さ
れ
る
も
白
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
二
回
の
借
款
は
い
ず
れ
も
政
府
対
政
府
白
も
白
て
、
合
わ
せ
て
一
一
億
五
、

0
0
0万
ル
ピ
ー
に
達
す
る
。
な
治
五
五
年
一
二

月
成
立
し
た
ソ
同
盟
か
ら
白
鋼
材
一

O
O万
ト
ン
(
五
六
五
八
年
聞
に
)
の
長
期
契
約
も
ル
ピ

l
決
済
と
な
フ
て
い
る
た
め
、
外
貨

不
足
白
折
柄
、
イ

Y
F
に
と
っ
て
は
乙
れ
は
事
実
上
臼
援
別
に
な
る
わ
け
で
、

ζ

れ
を
も
加
算
す
る
と
y
同
盟
か
ら
の
借
赦
援
助
額
は

一
八
億
ル
ピ
白
亘
額
に
遣
す
る
己
と
に
な
る
。

ソ
同
盟
白
援
助
額
を
資
本
主
義
国
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
ど
う
か
。
ア
メ

V
カ
政
府
の
対
印
援
助
(
借
款
、
贈
ら
)
は
五
一
ー
1
五
六

年
の
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に
お
い
て
総
額
二
三
億
三
、

0
0
0方
ル
ピ
ー
で
あ

p
、
イ
ギ
H
ス
の
ド
ゥ
ル
ガ
プ
ー
ル
製
鉄
所
援
助
が

三
億
四
、

0
0
0万
ル
ピ
ー
で
あ
る
に
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
ソ
同
盟
か
ら
の
援
助
が
資
本
主
義
世
界
に
大
き
な
脅
威
と
な
フ
て
い
る
己

と
も
う
な
ず
け
よ
う
。
資
本
主
義
世
界
白
脅
威
は
ソ
岡
県
援
助
白
巨
額
に
つ
い

τだ
け
で
は
左
い
。
二
回
目
借
款
は
い
ず
れ
も
驚
く
ほ

ど
の
低
利
(
二
・
五
%
〕
て
あ
る
。
西

F
イ
y
の
グ
ル
ァ
プ
u

デ
マ
グ
に
よ
る
ん
ル
ケ
ラ
製
鉄
所
建
設
の
援
防
借
款
が
年
利
五
・
五
|

六
%
、
イ
ギ
リ
λ

の
銀
行
借
款
団
に
よ
る

F
ゥ
ル
ガ
プ
ー
ル
製
鉄
所
に
対
す
る
借
款
利
子
が
普
通
の
銀
行
利
子
プ
ラ
λ

一
%
(
y
同
盟

イ
シ
y
に
対
ず
る
社
会
主
義
諸
国
の
経
済
協
力

第
八
十
一
巻

一
九
五

第

号



イ
ン
ド
に
対
す
る
社
会
主
義
諸
国
り
経
済
協
力

第
八
十
一
巻

jL 
ー」ノ、

第
三
号

ノ¥

の
二
倍
以
上
)
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ソ
同
盟
の
借
款
利
子
が
明
ら
か
に
怠
っ
た
と
さ
両
国
に
大
き
な
衝
撃
を
守
え
た
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
ま
た
ク
ル
ッ
プ
H

ヂ
マ
グ
と
の
協
定
に
あ
る
1

株
式
白
一
部
取
得
」
、
「
経
営
参
加
」
と
い
う
よ
う
な
条
項
が
印
ソ
協
定
に

は
た
い
こ
と
も
、
ソ
同
盟
援
助
の
有
利
性
、

「
野
心
」
の
な
い
こ
と
を
一
目
し
て
ゐ
り
、
イ
Y

ド
に
治
い
て
非
常
在
好
詐
を
博
し
℃
い
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。

右
に
の
ペ
た
第
二
回
の
ソ
悶
盟
借
款
の
さ
悼
、
駐
印
米
代
理
大
使
パ
ー
ト
V

ッ
ト
が
レ
デ
ィ
生
産
相
を
訪
問
し
、
六
億
ル
ピ
1
借
款

供
与
の
条
件
を
た
ず
ね
、
ア
メ
リ
カ
か

b
も
五
カ
年
計
画
K
必
要
な
設
備
、
技
術
を
提
供
す
る
た
め
の
グ

ν
ダ
ッ
ト
を
供
与
す
る
用
意

が
あ
る
旨
の
へ
た
が
、
己
れ
な
ど
社
会
主
義
国
の
援
助
が
資
本
主
義
諸
国
に
い
か
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
か
を
裏
書
き
す

る
も
白
だ
ろ
う
。

y
同
盟
の
第
こ
問
自
の
対
印
援
助
は
五
六
年
-
二
月
に
治
け
る
六
億
ル
ピ

l
c
借
款
申
入
れ
ぞ
あ
る
。
こ
れ
は

y
同
盟
の
重
機
械
購

入
資
金
に
当
て
ら
れ
る
も
の
で
、
さ
き
の
五
六
年
一
月
イ
ン

F
が
受
諾
決
定
し
た
同
額
白
借
款
を
使
い
つ
〈
し
た
後
に
提
供
さ
れ
る

も
の
で
、
年
別
二
・
五
%
、
償
還
期
限
一

O
年
と
な
っ
て
い
る
。
己
白
申
入
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
士
て
の
と
こ
ろ
、
イ
ン

F
政
府
の

受
諾
す
る

L
こ
ろ
と
な
っ

τ
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
社
会
主
義
諸
国
か
ら
の
実
際
の
借
款
援
助
は
以
上
み
た
ソ
阿

盟
か

b
D
一
八
億
ル
ピ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

泌

こ
の
重
機
械
プ
ラ
ン
ト
借
款
の
正
式
調
印
は
一
九
五
七
年
一
一
月
九
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
憧
途
は
当
J

例
目
茶
に
い
く
ぶ
ん
変
更
が
あ
る
。

そ
の
他
の
技
術
援
助

印
ソ
両
国
政
府
は
五
六
年
一

一
月
二
六
日
、
イ
ン
ド
白
石
油
探
査
計
画
に

y
同
盟
白
石
油
専
門
家
二
六
名
を
参
加
さ
せ
る
協
定
に
調



申
し
た
。
己
れ
に
も
と
ず
い
て
ソ
同
既
の
専
門
家
は
同
年
二
月
中
旬
来
印
し
、
パ

y
ジ
ャ
ブ
地
方
の
探
査
を
凶
始
す
る
と
と
に
な
っ

た
。
な
治
イ

Y
F
政
府
の
要
請
で
ツ
同
盟
白
専
門
家
が
作
成
し
た
計
画
に
よ
る
と
、
六
一
年
に
終
る
イ

Y
F
の
第
二
次
五
カ
年
計
画
中

に
合
計
一
七
四
名
心
ソ
同
盟
の
石
油
専
門
家
が
イ

Y
F
白
石
油
探
査
を
援
馴
す
る
己
と
に
た
っ
て
い
る
。
ま
た
一
方
ソ
同
臨
は
イ

Y
F

技
術
者
の
訓
練
に
も
当
っ
て
い
る
。
五
六
年
七
月
イ

Y
F
政
府
は
国
連
の
技
術
援
助
計
画
に
も
と
ず
h

℃
八
名
の
泊
井
銅
古
く
技
師
、

六
名
の
地
質
学
者
を
ジ
同
盟
に
留
学
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
掘
さ
く
技
師
は
二
年
間
の
訓
練
を
う
け
、
地
質
学
者
は
六
カ
月
滞
在

し
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ

τい
る
。

技
術
者
訓
練
て
特
筆
す
ペ
吉
乙
と
は
、
ツ
同
盟
が
国
連
E

ネ
ス
コ
を
通
ず
る
技
術
援
助
に
よ
っ
て
、
ボ
ン
ベ
イ
に
高
等
技
術
院
を
設

立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
己
れ
は
五
四
年
一

一
月
白
モ
ン
テ
ず
ィ
デ
オ
の
ユ
ネ
兄
コ
会
議
て

y
同
盟
か
ら
対
印
技
術
援
助
の
中
出
が

あ
り
、
そ
白
後
五
五
年
秋
イ

Y
F
D
技
術
調
査
団
が
訪

y
白
吉
い
ソ
同
盟
政
府
と
の
あ
い
だ
に
協
定
が
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
(
九
月

同
技
術
院
は
五
七
年
夏
ま
で
に
竣
工
す
る
仕
ず
だ
と
伝
え
ら
れ
で
い
る
が
、
完
成
白
あ
か
つ
き
は
毎
年
一
、

0
0
0人
白
イ

調
印
)
。

Y
F
人
技
術
幹
部
を
訓
練
す
る
と
と
に
た
っ
て
い
る
。
モ
白
た
め
ソ
同
盟
側
は
五
カ
年
契
約
て
教
授
一
五
名
、
翻
訳
専
門
家
三
名
を
送

り
、
同
技
術
院
白
教
授
二

O
名
を
ソ
同
盟
て
訓
綜
し
、
約
六

O
O万
ル
ー
ブ
ル
の
実
験
所
器
材
を
提
供
す
る
予
定
だ
と
い
わ
れ
る
。
同

技
術
院
は
各
種
工
業
部
門
の
た
め
の
イ
ン
ド
第
二
の
技
術
者
養
成
機
関
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
b
に
五
六
年
七
月
、
イ

Y
F
政
府
白
要
請
に
応
じ
て
ソ
同
盟
か

b
重
機
械
調
査
使
節
団
が
来
印
し
、
半
年
以
上
の
実
地
調
査
に
も

と
ず
い
て
五
七
年
二
月
イ
ン

F
政
府
に
調
査
報
告
書
を
提
出
し
た
。
同
報
告
書
は
総
額
九
億
四
、

0
0
0万
ル
ピ

l
の
工
費
て
、
総
能

力
八
万
ト
ン
を
有
す
る
各
種
重
機
械
工
場
(
粉
砕
機
、
コ
ー
ク
λ

・
プ
ラ
Y
ト
、
掘
さ
く
機
、
採
油
設
備
、
熔
鉱
炉
、
正
延
設
備
な
ど
)

の
建
設
を
勧
告
し
た
。
こ
れ
と
並
ん
て
さ
ら
に
鉱
山
設
備
の
製
造
工
場
(
能
力
三
万
ト

γ
〉
の
建
設
に
か
ん
す
る
報
告
書
も
同
じ
こ
ろ

イ
シ
ド
に
対
寸
る
社
会
主
輯
諸
国
の
経
済
協
』

第
八
十
一
巻

九
七

第
三
号

一」ノ、



イ
ン
ド
に
対
す
る
社
会
主
義
諸
国
の
経
済
協
山

第
八
十
一
巻

プL
ノL

第
三
号

/、
凹

提
出
し
、
総
工
費
一
億
三
、
二

0
0万
ル
ピ

l
ゼ
各
種
鉱
山
設
備
機
械
の
製
造
工
場
の
建
設
を
勧
告
し
た
。
己
れ
は
純
然
た
る
技
術
調

査
で
あ
る
が
、
と
れ
ら
重
機
械
工
場
白
建
設
に
「
あ
る
種
白
ク

v
p
ッ
ト
セ
与
え
る
用
意
が
あ
る
」
と
ソ
同
盟
報
告
書
が
の
〈
℃
い
る

と
と
は
注
目
さ
れ
る
。

y
同
盟
か

b
提
出
さ
れ
た
二
つ
の
報
告
書
に
も
と
ず
く
勧
告
は
、
己
れ
と
相
前
後
し
て
提
出
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス

調
査
団
む
勧
告
と
と
も
に
、
日
下
イ
ン
ド
改
府
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ

τい
る
。

友
ゐ
己
の
外
、
ソ
同
盟
以
外
の
社
会
主
義
諸
国
か
ら
も
各
種
目
プ
ラ
ン
下
・
技
術
援
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
チ
エ
y

コ
は
五
五
年
に

一一、

O
五
O
両
の
車
両
、
五

O
同
の
機
関
車
、
セ
メ
ン
ト
工
場
、
製
糖
工
場
、
火
力
発
電
所
各
一
一
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
所
、
鍛
庄
工
場
、

鋳
物
工
場
、
工
作
機
械
工
場
、
写
真
機
工
場
、
ガ
一
フ
ユ
工
場
各
一
を
供
給
し
た
。
こ
れ
ら
工
場
白
建
設
に
は
チ
エ
y

コ
技
術
者
が
援
助

し
て
い
る
。
ま
た
ア
ル
ミ
製
錬
工
場
。
建
設
援
助
も
申
出
て
い
る
。

ポ
l
ラ
y
ド
は
五
五
年
に
貨
車
二
、
六

O
O丙
を
供
給
す
る
契
約
を
イ
ン
ド
政
府
と
締
結
し
た

(
引
波
し
は
五
六
年
中
〕
。

ま
た
五

六
年
に
は
セ
メ
ン
ト
一

O
方
ト
Y

を
輸
出
す
る
契
約
士
結
び
、
周
年
四
月
に
は
五
万
ト
ン
の
鉄
鋼
供
給
協
定
に
調
印
し
、
五
七
、
五
八

年
に
一
一

O
万
ト

y
白
鋼
材
を
輸
出
す
る
こ
正
に
も
同
意
し
た
。
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
炭
鉱
・
鉄
道
車
両
工
場
D
設
備
を
供
給
し
、
イ

ン
F
の
鉱
物
資
源
調
査
(
と
く
に
炭
坑
、
銅
鉱
)
の
援
助
も
申
出
て
い
る
。

東
ド
イ
ツ
は
イ
ン
ド
の
吠
画
産
業
お
よ
び
褐
炭
鉱
山
(
年
産
三
五

O
万
ト
ン
)
の
開
発
を
援
助
し
て
お
り
、
技
術
代
表
団
も
派
遣
し

て
い
る
。
ま
た
五
六
年
五
月
に
は
=
一
万
ト
ン
の
硫
安
主
輸
山
ず
る
協
定
に
調
印
し
た
。

ル
ー
マ
ニ
ア
は
石
油
試
掘
設
備
と
技
術
者
全
提
供
し
、
ハ
ン
グ
リ
ー
は
機
械
組
立
工
場
白
供
給
を
申
出
た
。
中
国
は
イ

Y
F
と
の
あ

い
だ
に
技
術
資
料
を
交
換
し
、
相
互
に
専
門
家
を
派
遣
し
て
農
業
、
工
業
上
白
開
発
白
経
験
を
交
流
し
あ
っ
て
h

る。

長
後
に
技
術
援
助
に
と
も
な
う
技
術
者
自
派
遣
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ソ
同
盟
、
東

F
イ
ッ
、
チ
エ
ツ
コ
三
国
の
技
術
省
は
モ
れ
ぞ



れ
イ
Y
ド
に
あ
る
機
械
日
比
示
室
に
配
属
古
れ
る
と
い
う
形
て
入
国
し
、
本
闘
の
輸
出
入
専
門
機
関
か
ら
の
技
術
抱
一
井
氏
と
し
て
配
置
さ

れ
て
い
る
。
参
考
古
て
に
汎
在
ソ
岡
県
白
技
術
者
が
け
イ
も
イ

y
r全
L
L
に
約
包

O
名
(
モ
白
う
ち
大
部
分
は
ビ
ラ
イ
製
鉄
所
関
係
)

が
派
遣
さ
れ
て
な
り
、
そ
の
他
白
社
会
主
義
諮
問
の
技
術
者
を
あ
わ
せ
る
と
令
部
ゼ
一
一
h
O名
以
h
が
駐
復
し
て
い
る
。

イ

Y
F
側
の
態
勢

一
九
五
六
年
の
折
会
社
法
に
も
と
ず
い
て
、
同
月
五
月
正
式
に
国
営
の
貿
易
機
関
H
H
悶
営
貿
易
会
社

(
S
T
C
)
が
設
立
さ
れ
た
。

己
の
会
社
は
資
本
金
一
、

0
0
0万
ル
ピ
て
、
商
工
省
臼
管
轄
下
に
あ
り
、
主
と
し
て
東
ヨ

1
ロ
ヅ
パ
諸
問
と
白
貿
易
を
主
眼
に
し

て
設
立
さ
れ
た
も
の
一
て
あ
る
。
も
っ
と
も
同
会
社
は
そ
の
外
に
五
カ
年
計
画
と
と
く
に
僻
接
投
関
係
の
あ
る
商
品
(
た
と
え
ば
セ
メ

y

ト
、
鉱
石
)
も
取
扱
う
が
、
社
会
主
義
諸
問
と
の
貿
易
取
引
の
前
面
に
で
る
と
と
が
多
い
。
社
会
主
義
閣
と
の
貿
易
に
お
い
て
国
営
白

一
一
五
的
社
機
関
を
設
け
て
、
無
用
の
混
乱
を
さ
け
、
バ
ル
ク
取
引
に
応
ず
る
体
制
を
作
ヮ
た
と
と
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
と

関
連
し
て
社
会
主
義
諸
国
に
自
国
の
通
商
代
表
部
を
設
け
、
常
時
貿
易
経
済
問
題
に
つ
い
℃
交
渉
、
調
査
の
任
に
当

b
せ

τい
る
の
も

イ
ソ
下
が
社
会
主
義
諸
国
と
の
貿
易
に
積
極
的
忠
勤
さ
を
示
し
て
恒
る
こ
と
の
証
左
て
も
あ
ろ
う
。

イ
ン

F
の
在
外
通
商
代
表
部

ハ
一
九
五
七
年
三
月
現
在
)

活
動
範
団

在
オ

l
ス
ト
り
ア
公
使
館
(
一
等
書
記
官

l
通
商
関
係
)

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ハ

Y
ガ
リ

在
チ
エ
y

コ
大
使
館

(
二
等
書
記
官

1
グ

) 

チ
エ
ッ
コ
、
ル

l
T
-一ア

在
ソ
同
県
十
人
使
館

(
一
等
書
記
官

l
// 

y
同
盟

イ
ソ
ド
に
対
す
る
社
会
主
義
諸
鼠
の
経
消
防
力

部
八
十
一
巻

九
九

第一一号

/、

二位一



イ
γ
ド
に
対
十
?
の
杭
人
口
八
主
寿
時
間
同
の
無
神
闘
力

第
八
十
一
巻

円。
第一一-可

/、
/、

在
中
国
大
使
館

(

一

位
J

書
記
官

グ

) 

中

国

一
方
イ
ン
ド
は
自
国
製
品
の
輸
出
に
は
も
き
わ
め
て
積
極
的
て
、
五
七
年
の
五
月
か
六
月
に
北
京
と
上
海
て
開
催
古
れ
る
イ

y
r見
本

市
に
は
中
国
の
一
浦
山
呈
す
る
各
積
工
業
製
品
を
多
数
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
見
木
市
は
全
館
イ
ン
ド
品
展
示
て
、
こ
白
極

の
見
本
市
は
イ
Y

ド
に
と
っ
て
独
立
以
来
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
イ
ン
ド
の
民
間
会
社
二

O
O
l三
O
O社
が
参
加
し
、

ま
た
政
府
部
門
て
製
造
さ
れ
る
機
械
類
も
多
数
出
品
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
独
立
後
達
成
し
た
イ

Y
F
の
経
済
的
・
工

業
的
進
歩
士
市

L
、
印
巾
両
国
の
経
済
的
結
び
つ
き
を
強
め
る
機
会
て
も
あ
る
と
し
て
、
官
民
と
も
非
常
な
力
の
一
入
れ
方
で
あ
る
。

む了

す

ぴ

社
会
主
義
諸
国
心
対
印
経
済
協
力
位
以
上
白
ベ
た
工
う
に
、
他
白
後
進
諸
国

K
か
け
る
の
と
は
具
忠
b
、
借
款
、
技
術
援
助
、
そ
れ

に
と
も
な
う
機
械
瓶
、
設
備
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
工
う
。
し
か
も
と
れ
ら
仕
す
べ
て
イ
ン
ド
の
国
営
部
門
を
強
化
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
に
む
け
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
上
う
な
後
進
同
忙
ゐ
H

て
は
、
国
家
資
木
主
義
の
発
肢
は
f
H

何
度
資
木
主
義
に
ゐ
け
る

そ
れ
と
は
異
な
り
、
帝
国
主
義
列
強
か

b
の
支
配
を
脱
却
し
、
民
族
産
業
を
発
展
さ
せ
る
上
に
沿
い
て
き
わ
め
て
大
き
な
進
歩
的
役
割

を
果
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
い
。
社
会
主
義
諸
国
か
ら
の
一
援
助
が
イ
ン
ド
白
国
家
資
本
、
主
義
的
発
展
心
強
化
に
貢
献
し
て
い

る
の
一
は
岡
田
由
友
き
と
と
で
は
な
い
。
同
時
に
援
坊
を
通
じ

τ社
会
主
義
諸
国
が
イ
γ
ド
と
の
経
済
凶
係
を
強
め
て
い
る
の
は
イ
ン
ド
政

府
の
無
差
別
・
平
等
な
対
外
経
済
政
策
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(
一
九
五
七
・
五
・
究
)



ポーラント

東ドイツ

ρ ンガリー

プノレガ リア

Jレーマニア

中国

B/A (%) 

インドと社会主義諸国との貿易(単位 1，000ルピ ) 
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11，361 
1，580 
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1，005 

4 

9，857 
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10，200 I 4，315 I 19，284 
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(出所)Accounts relating to the Foreign Trade and Navigation of India. Mar.， 1952; Mar.， 1954; Mar.， 1956 

Nov.， 1956. 
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